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　　　　Rb／（Rb＋Sr＋Y＋Zr）×100
図7　黒耀石の原産地判別図（Rb分率）
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図8　黒耀石の原産地判別図（Sr分率）
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長野県鷹山盆地における黒耀石包含層の解明（予報）
　①霧ケ峰地区：西霧ケ峰系：星ヶ塔星ケ台
　　　　　　　　　和田峠系：小深沢，東餅屋，新
　　　　　　　　　和田トンネル，東俣国有林，丁
　　　　　　　　　字御領
　　　　　　　　　男女倉系：男女倉〈ブドウ沢〉，
　　　　　　　　　牧ケ沢上・同下，高松沢
　　　　　　　　　鷹山系：星糞峠，鷹山川河床
　②　八ケ岳地区：麦草峠，冷山，亀甲池，滝ノ湯
　　　　　　　　　川，坪庭など
　③浅間山地区：千ケ滝
　④箱根地区：畑宿，芦之湯鍛冶屋
　⑤多賀地区：上多賀
　⑥天城地区：柏峠，カワゴ平
　⑦式根島地区：憩の家
　⑧　神津島地区：恩馳島，砂糠崎，沢尻湾，長浜
　　　　　　　　海岸
　⑨八丈島地区：末吉
　⑩高原山地区：高原山，八方ケ原，甘湯沢，湯
　　　　　　　　沢，技持沢，宮川上流
　⑪男体山地区：志津林道
　採掘±IE群出土の黒耀石遺物とボーリング試料中の
黒耀石についての測定結果を表1に示す。また関東
中部の地方の黒耀石産出地データにより作成した
Rb分率，　Sr分率の2種の判別図に，今回測定した
鷹山遺跡，鷹山川河床，機械ボーリング地点の3ケ
所についての分析値を重ね合わせたものを図7，8
にそれぞれ示す。
　黒耀石産地同定の結果，採掘肚群，鷹山川河床，
ボーリング地点の黒耀石は，分析結果にばらつきが
あるものの，ほぼ同じ系統に属すると考えられる。
採掘肚群出土の黒耀石が鷹山川河床やボーリング地
点の黒耀石と比べて分析結果にバラツキが大きいの
は，表面が多少風化していること，表面に付着する
土のクリーニングが十分に出来なかったためかもし
れない。しかし，これら3ケ所の鷹山系の黒耀石は，
和田峠系，とくに東俣国有林（パーライト採掘場），
丁字御領の分析値と重なる部分が多く，産出地の判
別に注意を要する。和田峠系の黒耀石は概して測定
値にバラツキが多く，元素分析だけで個別の産出地
までを特定することは難しい（11）。ただし，元素分
析によって鷹山・和田峠系の黒耀石は，西霧ケ峰系
（星が塔，星ケ台）と男女倉系（ブドウ沢，牧ケ沢，
高松沢）の黒耀石と明瞭に区別されている。以上の
結果から，鷹山関係の黒耀石は，その産状のほか，
破砕面の状況，透明度，斑晶の含有状況なども考慮
して，すべて地元鷹山系のものと判断する。このこ
とから鷹山遺跡群の黒耀石遺物の大部分は，鷹山火
砕流堆積物中の黒耀石を採集して原石としていると
判断する。ただし，鷹山遺跡群の発掘遺物には，黒
耀石石器の石材に明らかに星糞峠産とは異なるもの
が含まれているという報告（小林2000）があり，
今後は，出来るだけ多くの黒耀石遺物についての元
素分析データの集積が必要になろう。
7　日本各地における火砕流中の黒耀石
　日本における黒耀石産出地を図9に示す。島根県
の隠岐島は大規模な火砕流噴火による火山砕屑物が
島の西側に広く分布し，北端部にあたる久見では重
さ40～100kgに及ぶ大きな黒耀石岩塊が産出する。
このほか北海道豊浦町豊泉，新発田市板山，箱根畑
宿，大口市五女木，狸々などで灰白色～灰褐色の火
山灰層中から産出する黒耀石も，火砕流として噴出
した可能性が強く，いずれも石器石材として利用
されている。火砕流中の黒耀石は，石材として利
用出来る大きさのもののほか，マレカナイトボール
（marekanite　ball）の細礫として含まれる場合もあ
り，すべてが石材として適しているとは限らない。
九州地方に広く分布する阿蘇カルデラ噴出の大規模
火砕流（Aso　1～4）には黒耀石の角礫が多く含ま
れるが斑晶鉱物が多く含まれていて石器石材として
は不適である。鷹山遺跡で産出する火砕流中の黒耀
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石は適度に破砕さていて，石器原材料として好んで 採掘されたことであろう。
お　わ　り　に
　黒耀石の生成過程に関しては，珪酸分の多いマグ
マの急冷が強調されてきた。確かにマグマが冷やさ
れることによって生じるガラス質な（発泡していな
い）部分が，デイサイト質や流紋岩質溶岩流の表面
または基底部によく見かけられる（天城カワゴ平溶
岩，浅間千ケ滝溶岩など）。ガラス質火山岩は含水
量の違いにより黒耀石（obsidian），真珠岩（perlite），
松脂岩（pitchstone）に分けることがあるが（岡
野1966），石器石材として利用出来るのは黒耀石の
みで，このほかは貝殻状の破断面を作らず，脆く崩
れやすい。なお真珠岩や松脂岩が単に黒耀石の風化
（加水作用）によって生じたとする説は，俄かには
信じ難い。ガラス質火山岩は流紋岩やデイサイトだ
けではなく，ガラス質安山岩やガラス質凝灰岩のよ
うに珪酸分の少ない場合もある。
　このほかにも黒耀石に類似したガラス質火山岩は
多い（一色1994）。流動性の高い玄武岩質の溶岩流
が海水中に流入して形成される枕状溶岩（pillow
lava）の周縁部にはタキライト（tachylyte）と呼
ばれるガラス質玄武岩が形成される。アイスランド
では氷河底での火山噴火により生じるガラス質のパ
ラゴナイト凝灰岩（palagonite　tuff）が知られて
いる。また成因については不明な点が多いが，阻石
衝突によって飛散した地上物質がガラス化したテク
タイト（tektite）（12）と呼ばれるものもある。マグマ
が火山岩になる過程では，すべての岩石が冷却され
るのであって，急冷は黒耀石の生成に関する特有の
現象ではない。最近では大場・後藤（2002）が，マ
グマ発泡後に蔓断歪みを受けて気泡が潰れて黒耀石
が生成したとして，火道内または地上における力学
的作用が黒耀石化の要因になっていると考えた。こ
のように黒耀石の生成には冷却時において何らかの
力学的作用が働くことが条件として加わっている可
能性がある。
　本稿は鷹山盆地における黒耀石の生成過程に関す
る研究の第1歩である。今後は，野外調査を進める
とともに採取した黒耀石関連の試料の分析によって，
黒耀石の持つ特質と魅力に迫りたい。
　　　　　　　　　謝　　辞
　この報文を作成するにあたり，箱根町大涌谷博物
館の袴田和夫氏，沼津市教育委員会の池谷信之氏，
長野県埋蔵文化財センターの大竹憲昭氏，茅野市尖
石考古館の功刀　司氏には現地調査の際にお世話に
なった。芙蓉パーライト株式会社の大平健司氏には
坑道内を見学させて頂いた。立正大学の福岡孝昭氏
には野外調査に同行していただき，色々とご意見を
伺った。中部測地研究所の藤森徳雄氏にはボーリン
グ作業を実施して頂いた。電子顕微鏡写真は大学院
博士後期課程の関口千穂氏に撮影して頂いた。大学
院博士前期課程の橘　英彰氏には火山ガラスの屈折
率測定を手伝っていただいた。中澤　元氏には黒耀
石関係資料の整理をお願いした。また紙面の関係で
お名前を掲載できないが，このほかにも多くの方々
に現地を案内して頂き，貴重な資料を頂いた。ここ
に合わせて厚くお礼申し上げます。なお，蛍光X
線分析装置による黒耀石の元素分析データは，明治
大学文化財研究施設の実験助手（理工学部）である
小池裕也，梅田寛，田代和央，中野和彦，藤田一広
の諸君ほかの測定によるものである。
　　　　　　　　　　註
（1）　機械ボーリングの調査は2000年11月7日から同
　年12月23日の間に実施された。
（2）　ボーリング地点は長野県小県郡長門町大字大門字
　大萱野3607－1である。
（3）　鷹山盆地の温泉探査の際に，地下170～290mに
　黒耀石が包含されているのが認められているが（長
　　門町教育委員会・鷹山遺跡群調査団編2001），この
　岩体は追分流紋岩（山岸　1991）に対比される可能
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　　性がある。
（4）　文化財研究施設の温度変化型屈折率測定装置
　　（RIMS　2000；京都フィッション・トラック株式会
　　社製）を使用した火砕流中のパミス型火山ガラスの
　　屈折率はn＝1．496－1．499（1．497），黒耀石の火山ガ
　　ラスの屈折率はn＝1．485（1．485±）であった。水和
　　作用が進むと屈折率は高くなるが，この屈折率の違
　　いが水和作用によるものかどうかは検討中である。
（5）　火砕流中の斑晶鉱物は新鮮で，虫倉山溶岩（両輝
　　石安山岩，角閃石輝石安山岩）に由来するものでは
　　ない。
（6）　鷹山遺跡の発掘現場や鷹山川河床で採取した灰白
　　色粘土は，風化円磨された鉱物粒子を多く含み，黒
　　耀石以外の火山ガラスはあまり認められない。これ
　　に対してボーリングで採取した試料では火山ガラス
　　が大半を占め，斑晶鉱物は少ない。これは地表に近
　　い灰白色粘土が風化しているためと考えられる。
（7）　したがって鷹山遺跡において黒耀石採掘趾を埋め
　　る灰白色粘土も，人為的に移動した廃土で厳密には
　　二次堆積物である。
（8）　東俣国有林内（芙蓉パーライト採掘場）や星ケ台
　　の黒耀石産地における火道の直径は90～400mで
　　ある。
（9）　酸素同位体ステージ7か8にあたる。
（10）　ジルコンや火山ガラスをFT法によって年代測定
　　をする場合，国際的には年代標準試料を基準とした
　　ゼータ較正法を用いることが合意されている。ジル
　　コンの場合国際的な年代測定試料が5種類配布され
　　ているが，火山ガラスの場合，国際的に認知される
　　ような試料が未だ準備されていない（檀原　1995）。
　　また黒耀石のガラス中にはFTと識別困難なインク
　　ルージョンを含みやすく，霧ケ峰の黒耀石も例外で
　　はない。したがって黒耀石のFT年代測定には，火
　　山ガラスではなく，安定的に測れるジルコンを使う
　　べきである。霧ケ峰の黒耀石について，火山ガラス
　　を使用したFT年代測定は，ゼータ較正法が適用で
　　きないので，現在では国際基準を満たすものではな
　　い。（京都フィッション・トラック株式会社；檀原
　　徹氏の私信）。
（ll）　小林・望月（2000）は和田峠系の小深沢，東餅屋，
　　新和田トンネンル北，丁字御領などの黒耀石原産地
　　が識別できる可能性を述べている。
（12）　福井県東尋坊のお土産店で中国産のものを大量に
　　販売している。
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